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福島県相馬市生まれ。山形大学工学部電子工学科卒業。仙台の半導体研
究所で電子素子の開発と応用などに従事し、2003年より静岡大学で知的
財産本部の立ち上げ時から知財コーディネーターを務める。０６年から、同大
学知的財産本部副本部長と学術情報部産学連携支援課長を兼任。

「学」から「産」へのプレゼンテーションの意義とは

新技術説明会に
参加してみませんか?

1110

産学連携が盛んに叫ばれる現在、学から産へのアプローチとして、新技術説明会が注目を集めている。これは大学の研究者が、
自分の特許技術について、企業に向けて実用化を前提とした説明を行うというもの。ここでは静岡大学をモデルケースに、その実情を紹介したい。

March 2011

Case study  静岡大学の取り組み

基本にあるのは
先生方の

　研究支援です。

自分の研究が
認められるのは
  やっぱりうれしい。

でざき・かずし出崎一石 

　大学などの研究機関やJSTの各
種事業で生まれた研究成果（未公
開特許を含む）の技術移転（特許の
実施許諾、共同研究の開始など）を
目的として、発明者が自ら技術内容
を説明するセミナー。新技術や産学
連携に興味のある企業関係者を対
象として行われるもので、開催の形
態には以下の2種類がある。

（1） 大学連携：大学などの外部機関
とJSTが連携して開催するもの

（2） JST関連：JSTの各種事業に
より生まれた成果を中心に紹介す
るもの

　累積の開催回数は、平成23年2
月21日の時点で、前身のイベントを
含め、285回にのぼっている。
　トータルで2751の技術が紹介さ
れ、聴講者の延べ人数は16万人を
超える。イベント当日の企業から大学
への相談件数は6399件、企業との
マッチング（共同研究、ライセンス、技
術指導、サンプル提供等）の件数は
1219件となっており、かなりの高確
率を誇っている。この説明会を機に、
多くの産学連携の関係がスタートし
ており、一部の技術では、すでに製
品化も実現している。
　会場は主に東京、市ヶ谷のJST
ホール。今年３月も５回の開催を
予定している。参加は無料。
 

　　

新技術説明会によって
傑出した実績をあげている静岡大学
　新技術説明会を実施する大学はかなりの
数にのぼっているが、なかでも平成17年以
降、これまでに６回の説明会を開催してきた
静岡大学は、紹介する特許・研究の件数（６
年間で全85件）、企業とのマッチングが成立
した数でも、傑出した実績をあげている。
　現在の大学にとって、新技術説明会がどう
いう意味を持っているのか、そして産と学の連
携はどうあるべきなのかについて、静岡大学
知的財産本部出崎一石副本部長に聞いた。

特許の出口を探すことが
大学の責任になった
「国立大学は平成16年に法人化されまし
た。これにより、大学が自主性をもって効率的
に運営できるよう、財政的な自由度が広げら
れました。こうして大学は、財産権を持つこと
になりました。一方、国立大学運営費交付金
は毎年１％ずつ削減され、外部の研究資金
獲得も必要とされています。大学の持つ財産
のなかには知的財産権も含まれています。大
学は知的財産を組織に帰属させ、管理する
ことになりました。それまでは、これらの権利は

個々の研究者や共同研究企業に帰属して
管理・活用されていたのかというと、必ずしも
そうとはいえなくて、むしろ、全然活用されてい
ない状態でした。ですから大学は、最初、知的
財産権というおまけがついてきたぐらいに感じ
ていたのですが、実際には大仕事を背負った
ことに気づいたのです」
　いくら大学で特許を預かっていても、ただ
貯めこんでおくだけでは意味がない。というよ
り、特許は高額な取得費用と維持管理費が
かかるため、そのままでは単なる不良資産に
なってしまう。そこで大学の責任として、出口
̶̶すなわちライセンス（実施許諾）の糸口
を探す必要が生じてきた。
「そのことに私たちがかなり早い段階で気づ
くことができたのは、カリフォルニア大学デービ
ス校と共同出願する機会があったからです。
その時、向こうのTLO（技術移転機関）が、新
米の静岡大学のことを心配していろいろアド
バイスしてくれました。何もしないで放り投げる
のは責任回避だぞ、と。そこでは『ショーケー
ス』として保有する特許を積極的に公開する
という方策についても話題になりました」
　それも刺激の１つとなって静岡大学は、平
成17年、はじめて「静岡大学との連携による
新技術説明会」を東京、市ヶ谷のJSTホール
で実施。2日間にわたって17件のテーマを発
表した。
「平成16年の時点で、静岡大学は権利化
された特許を50ぐらい持っていましたが、ライ
センス収入はゼロ。そこで当時は大学の管理

責任として特許のライセンスをするために新
技術説明会を実施しました。結果は、驚くほど
効果がありました。産業界へ向けた初めての
試みなものだから、ほとんどの案件に引き合
いがありました。3分の1が1～2年以内にラ
イセンス契約を結び、半数以上が具体的な
共同研究に入っていきましたよ」

企業とパートナーシップを
結ぶことへの抵抗
　しかし、初めての試みだけに、当然すべて
がスムーズに運んだわけではない。当時、なか
には成果を産業界に積極的に公表すること
に、抵抗感を示す研究者もいた。
「産学連携に対する拒否感と、自分の研究
の独自性が失われるのではないかという恐れ
があったようです。真似されるだろうとか、主導
権が握れなくなるのではないかとか。それを担
保してくれるのかと、ずいぶん聞かれました。
当然、できるとは答えられませんよね。だからも
う、そういう人たちを説得はしませんでした。う
んと言わないのに無理やり連れて行ったので
す（笑）。でも、逆に言えばその人たちの存在
が、われわれに責任感を持たせました」
　企業とのマッチングにも慎重な判断が必要
とされる。一度共同研究がはじまれば、おいそ
れとパートナーシップを解消するわけにはいか
ない。となれば、この説明会が、１人の研究者
の将来を決めてしまうことも十分ありうるので
ある。
　静岡大学の説明会には、もう１つ大きな特
徴があった。出願済みだが公開はされていな
い、いわゆる未公開特許も発表することにし
たのだ。

「こういうリスクを冒すことは、ライセンスの世
界ではタブーなんです。発明の中核を隠すよ
うな発表を考えたこともありますが、それでは
あまり効果がない。企業から質問は来ますよ。
だから、結局話す羽目になる。時間も限られて
いますし、専門家が聞きに来ているわけでは
ないから、特許権を申請した肝の部分はきち
んと言うべきだと判断したのです。むろん、最
初はとても怖かったですよ」

ライセンス目的から
研究支援への方向転換
　そうした「命がけ」のアプローチが奏功し、初
回の説明会は大きな成功を収めたが、回を追
うごとに、いくつかの矛盾点も浮上してきた。た
とえば、首尾よくライセンス契約が成立し、企
業に独占的に特許技術の使用を許可した場
合、研究者の側でその技術を別の用途に使
いたいと思っても、契約違反になってしまう。あ
るいは、共同研究を進めるうちに、想定してい
たものとはかたちが変わり、新たな可能性が見
えてくるというケースもありうる。つまり、いたず
らにライセンスばかりを追い求めても、研究者
のためにならないことがわかってきたのだ。
「根本的に私たちは研究支援の一環として
新技術説明会に取り組もうと考えを変えまし
た。平成19年ぐらいまではライセンス目的で

行ってきましたが、それ以降方針を切り替えた
のです。特許のライセンスや金額の多寡で新
技術説明会の成果を評価するのはやめよう。
むしろ先生方の研究成果を産業界の人に見
てもらい、その評価や使途を聞く場にしようと
考えたのです。一方で研究資金を獲得するこ
とも考えなくてはいけませんから、社会的要請
のあるテーマに絞るようにしてみました。平成
22年に実施した説明会で紹介した研究成果
は、半数以上がそういう選び方をしたもので
す。やはり、ライセンスの契約相談はあまりあり
ませんでしたが、ほぼ全件が企業との共同研
究や受託プロジェクト、研究会の設立につな
がりました。つまり、産学連携での取り組みが、
研究の支援にはなっているんですよ。最近で
は、企業の求める技術シーズを事前にアンケ
ート調査して、ニーズのあるテーマを紹介する
『産学官マッチング会』というイベントを、近隣
の大学などと組んで独自にスタートさせまし
た。いわば、新技術説明会の変形版ですね」

産学連携一色ではなく
成果を外に出すチャンネルに
　今や、産学連携に拒否感を示す研究者は
少数派となり、むしろ外からの刺激を歓迎す
るようになってきた。現に「企業の人に会う
と、技術の予想外の使い道を提案してくる」
ことも多いという。また、研究室の学生たち
も、自分たちの研究が産業界につながってい
ると、励みになるそうだ。しかし、大学が産学
連携一色に染まるというのも……。
「寂しいでしょ。ですから、基礎研究をどう形
成するかも考えなくてはいけない。そこで静岡
大学では基礎研究で優れた成果を上げてい
る先生を選び、新技術説明会を『成果を外に
出すチャンネル』としても活用することにチャ
レンジしはじめました。そうして静岡大学の研
究の強味を見せていこうとしているのですよ」

新技術説明会

教員個人と企業が一対一で
相対するのはむずかしい
　さて、その新技術説明会での出会いを最
初のきっかけとして、製品化の一歩手前まで
こぎつけている研究がある。それが静岡大学
工学部システム工学科の海老澤研究室と
浜松医科大学子どものこころの発達研究セ
ンター、そして株式会社タイカの3者が手を
組んで開発を進めている「自閉症乳幼児診
　

海老澤教授の研究室。「産学連携のメリットの1つに、
学生のやる気をかきたてることがあります。企業の人
と接することで社会勉強にもなっています」

東京・市ヶ谷のJSTホールでおこなわれる新技術
説明会。現在は月に５～６回のペースで開催され
ている。（平成23年度は68回開催予定）
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のです。特許のライセンスや金額の多寡で新
技術説明会の成果を評価するのはやめよう。
むしろ先生方の研究成果を産業界の人に見
てもらい、その評価や使途を聞く場にしようと
考えたのです。一方で研究資金を獲得するこ
とも考えなくてはいけませんから、社会的要請
のあるテーマに絞るようにしてみました。平成
22年に実施した説明会で紹介した研究成果
は、半数以上がそういう選び方をしたもので
す。やはり、ライセンスの契約相談はあまりあり
ませんでしたが、ほぼ全件が企業との共同研
究や受託プロジェクト、研究会の設立につな
がりました。つまり、産学連携での取り組みが、
研究の支援にはなっているんですよ。最近で
は、企業の求める技術シーズを事前にアンケ
ート調査して、ニーズのあるテーマを紹介する
『産学官マッチング会』というイベントを、近隣
の大学などと組んで独自にスタートさせまし
た。いわば、新技術説明会の変形版ですね」

産学連携一色ではなく
成果を外に出すチャンネルに
　今や、産学連携に拒否感を示す研究者は
少数派となり、むしろ外からの刺激を歓迎す
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ると、励みになるそうだ。しかし、大学が産学
連携一色に染まるというのも……。
「寂しいでしょ。ですから、基礎研究をどう形
成するかも考えなくてはいけない。そこで静岡
大学では基礎研究で優れた成果を上げてい
る先生を選び、新技術説明会を『成果を外に
出すチャンネル』としても活用することにチャ
レンジしはじめました。そうして静岡大学の研
究の強味を見せていこうとしているのですよ」

新技術説明会

教員個人と企業が一対一で
相対するのはむずかしい
　さて、その新技術説明会での出会いを最
初のきっかけとして、製品化の一歩手前まで
こぎつけている研究がある。それが静岡大学
工学部システム工学科の海老澤研究室と
浜松医科大学子どものこころの発達研究セ
ンター、そして株式会社タイカの3者が手を
組んで開発を進めている「自閉症乳幼児診
　

海老澤教授の研究室。「産学連携のメリットの1つに、
学生のやる気をかきたてることがあります。企業の人
と接することで社会勉強にもなっています」

東京・市ヶ谷のJSTホールでおこなわれる新技術
説明会。現在は月に５～６回のペースで開催され
ている。（平成23年度は68回開催予定）



断用の注視点検出装置」だ。
　大もとにあったのは、海老澤嘉伸教授が
研究を進めていた視点検出システムだった。
「静岡大学に来たのは平成元年。眼球運
動のメカニズムを計測する研究をしていまし
て、２年目から今の研究に通じる、視線を検
出する装置の開発をはじめました。そのころ
目標に掲げていたのは、身障者、目しか動か
ないような人の視線を検出して、コンピュー
タに文字入力する、そういう装置を作りたい
ということでした」
　視線検出の技術に関しては、かなり早い
段階から商品化の話があった。結局立ち消
えになってしまったのだが、海老澤教授はこ
の時、貴重な教訓を得たという。
「教員個人が企業と、一対一で共同研究を
行うのはむずかしい。結果的に、こちらの思
いとは異なる方向に進んでしまうことも。です
から、あいだに大学の専門コーディネーター
に入ってもらうことの必要性を感じました。大
学なら、教員の意見もある程度尊重しながら
やってくれますから」

共同研究によって自分たちだけでは
できないことも可能になる
　その後、具体的な研究成果として生まれ

たのが「瞳孔マウス」だった。これは眼球だけ
でなく、顔全体の動きも検知しつつ、それに
よってパソコン上のカーソルを動かし、クリッ
クやドラッグを行うというもの。この瞳孔マウ
スは、平成17年の新技術説明会、さらには
翌18年にも、JSTが年に一度開催するイベ
ント、イノベーション･ジャパンで紹介された。
　最初に引き合いがあったのは、自動車関
係の会社だった。用途の１つにあった「居眠
り検出」（眠くなるとまばたきの時間が長くな
るため、瞳孔の有無によってその時間を計
測し、運転者の眠気を検出する）が注目を浴
びたのだ。
「企業から声がかかって共同研究が実現
するとなると、自分が十何年もかけて開発し
てきたものが、認められたことになりますよ
ね。そうなるとうれしいですし、学生も、乗って
くるんですよね。一生懸命研究に取り組ん
でくれて、成果も上がるようになります。それ
に、自分たちだけではできないことができるよ
うになりますね。10ｔトラックに開発した装置
を乗せて高速道路を走り、実験したこともあ
ります。そんなことは、とても大学だけではで
きないので、画期的でしたね」
　しかし、海老澤教授の研究は、その後異
なる方向で、実用化への道を歩むことにな

る。そのきっかけが、タイカという企業との出
会いだった。

技術と企業のマッチング
企業とテーマのマッチング
「うちの会社はもともと新しい技術を開発し
て、それを事業化していくスタイルを取ってい
ましたので、新しいものは常にチェックすると
いうスタンスなんです」と語るのは、株式会
社タイカ次世代商品開発室の桜井敬久室
長だ。その一環として平成17年に行われた
静岡大学の新技術説明会にも参加し、翌
年の説明会を経て、実際に海老澤教授に
アプローチした。
「その時点では、瞳孔マウスや居眠り検出
装置がまだ具体化していませんでした。うち
は医療・介護関係の事業も実施しているの
で、その分野での開発がありうるのかな、と
考えていました。それに、海老澤先生の技術
は瞳孔に光源から近赤外線を当てて、その
反射を利用するというものなので、居眠り検

知の場合はかなり強い光を当てないと昼間
の強い太陽光の下では負けてしまうのです
が、その点、うちは光源となるLED関係の開
発も手がけているので、ハード面でも合致す
るなと思っていました」
　ただ、「まだ製品化までには少し時間がか
かるなというのが正直なところ」だったとい
う。そんな時、今度は浜松医科大学から静
岡大学にアプローチがあった。
「あとで聞いたのですが、それが視線検出
技術を自閉症の早期診断に使えないかとい
う話でした。これはかなり目標が明確ですし、
医療・介護分野にもつながる話です。製品
化を考えた場合、いちばん有望なのは自閉
症診断かな、と思いました。しかも、海老澤
先生の技術には計算時間が少なくてすむと
いうメリットがあるので、さほど高性能のCPU
でなくても製品化できる。それなら全国の保
健所に導入できるぐらいの価格のものが作
れるのではないかという考えもあって、やって
みることにしたのです」

自閉症を早期診断するための
バイオロジカル・マーカー
　視線検出と自閉症診断の関係につい
て、浜松医科大学の土屋賢治准教授に教
えてもらおう。
「自閉症という病気は通常、3歳までに発
症するものですが、そのころ専門家の診断
を受けられるケースはほとんどない。たいてい
は5～6歳、ややもすると10歳位まで見逃さ
れて大きくなる。そうやっていくと自閉症特有
の障害を克服するチャンスが薄くなってくる
のです」
　自閉症の症状としてまず特徴的なことは、
社会相互性の障害が生じることだ。普通、
視線というのは人につられるものだが、そう
いったことがない。2番目は意思伝達の問
題。私たちは自分の言いたいことを、言葉だ
けでなく、目や身振りで伝えられるが、自閉症
の場合はそれが非常に限られてしまう。3番
目は限定された興味、もしくは反復的な行
動。たとえば「車の絵を描いて」というと、車
全体ではなく、スピードメーターの絵を非常
に細かく描くようなことが起こる。
「こういう行動は、うまく育ててあげれば才
能になるものですが、そのためには早くその
症状を見つけ、早く地域社会のネットワーク
の中に入れてあげることが重要となります。
ただ、問題は、自閉症の兆候は専門家が行
動を観察することでしか見つけられない。脳
波や、血液検査で調べるとか、そういうバイ
オロジカル･マーカーがまだ見つからないの
です。数値化できれば親御さんにもはっき
り、早く保健所に行ったほうが良いと伝える
ことができる。そこで視線を診断の指標にで
きればと、上司に相談したところ、それならば
静岡大学にぴったりの人がいる、という話に
なって海老澤教授を訪ねました」
こうして2人の研究者が出会い、製品化を
目指して企業とも連携。JSTの産業イノベ

ーション加速事業【先端計測分析技術・機
器開発】にも採択された。

近年中に製品化へ
 「むちゃくちゃ早い」（海老澤教授）ペースで
製品化のための開発がスタートし、「来年度
には量産機のプロトタイプができる」（桜井
室長）ところまでこぎつけた。実験装置として

はほぼ完成していたため、自閉症の乳幼児
をどのように視線検出装置の画面に集中さ
せるかなど、本格的に装置を使ってみてわか
った問題点の改良に取り組んでいる。その
結果、海老澤教授が視点を静止させる必要
がない装置を開発、一方でタイカも音や画
像の変化を使って画面に集中させる方法を
考案した。3者にとって、なんとも幸福な出会
いとなった今回の開発について、土屋准教
授は「自分のふわふわしたアイデアを、ここ
まで形にしてもらって、ひたすら感謝していま
す」と言う。量産機のプロトタイプが完成して
からも、診断に必要なデータの蓄積や装置
のさらなる改良が必要となるが、この装置は
近年中の製品化を予定している。「モノが完
成しても、企業としてはこれでまだ半分という
感じです。これから改良も必要となりますの
で、この先も協力をお願いしたいですね」

注視点の異常を検出することで、自
閉症乳幼児を早期発見する装置。
乳幼児の頭部の動きを追尾するカメ
ラと注視点補正機能を追加すること
で、さらに精度を高め、それでいて安
価な診断用装置の開発を目指して
いる。「どこかの大学でためしてもら
うだけでは意味がないですから、全
国の保健所に普及するようにしたい
ですね」（タイカ・桜井室長）

自閉症乳幼児診断用の注視点検出装置

海老澤教授の研究室には、土屋准教授が担当
している自閉症の児童も訪れ、注視点検出装置
の開発に協力している。

ステレオカメラと
周囲につけられた
LED光源が瞳孔の
動きを捕らえる。
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授は「自分のふわふわしたアイデアを、ここ
まで形にしてもらって、ひたすら感謝していま
す」と言う。量産機のプロトタイプが完成して
からも、診断に必要なデータの蓄積や装置
のさらなる改良が必要となるが、この装置は
近年中の製品化を予定している。「モノが完
成しても、企業としてはこれでまだ半分という
感じです。これから改良も必要となりますの
で、この先も協力をお願いしたいですね」

注視点の異常を検出することで、自
閉症乳幼児を早期発見する装置。
乳幼児の頭部の動きを追尾するカメ
ラと注視点補正機能を追加すること
で、さらに精度を高め、それでいて安
価な診断用装置の開発を目指して
いる。「どこかの大学でためしてもら
うだけでは意味がないですから、全
国の保健所に普及するようにしたい
ですね」（タイカ・桜井室長）

自閉症乳幼児診断用の注視点検出装置

海老澤教授の研究室には、土屋准教授が担当
している自閉症の児童も訪れ、注視点検出装置
の開発に協力している。

ステレオカメラと
周囲につけられた
LED光源が瞳孔の
動きを捕らえる。

02Feature特集・02

新技術説明会に参加してみませんか?

学×学の出会い

「学」から「産」へのプレゼンテーションの意義とは

13TEXT：奥田祐士／PHOTO：大沼寛行12

学×産の出会い

室長

株式会社タイカ
次世代商品開発室

桜井敬久
准教授

浜松医科大学
子どものこころの
発達研究センター

土屋賢治
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